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●
条
例
改
正

道
志
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、﹃
良
質
か
つ
適
切
な
水
準
の
教
育
や
保
育
の

提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
が
成
長
す
る
た
め
に
適
切
な
環
境
が
等

し
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、子
ど
も
の
意
志
、人
格
を
尊
重
し
て
、常

に
子
供
の
立
場
に
立
っ
て
教
育
又
は
保
育
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
る
﹄こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

＊
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
４
・
５
に
掲
載
し
ま
し
た
。

お
も
な
審
議
事
項

９月定例会は9月９日から19日まで開催され、一般会計
補正予算、特別会計補正予算、条例制定、平成25年度決
算認定、などを審議し、原案通り可決しました。
また、６人の議員が一般質問をし、村政の考えを聞きま

した。

9月
定例会

７月17日 平成26年第５回道志村議会臨時会
主な協議内容
・道志村鳥獣害対策実施隊の設置に関する条例
（村で指名した人で、鳥獣被害防止に関する仕事をします）

・道志村各種委員等報酬並びに費用弁償条例の一部を改正する条例
（鳥獣対策実施隊に報酬支払いをするための改正です）

・農業委員会委員の推薦について
（議会で３名の推薦をしました）
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議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。

Ｑ道志小、中学校の建替え費用について
● 道志小、中学校校舎建替え費用と補助金の額は試算でどの程度か

Ａ 現在の試算では、費用総額は約13億円でその内交
付金が約４億円程度と見込んでいます。
（学校施設等環境改善交付金＝172,100円/㎡×55％×面積）

Ｑ職員の人材育成について
●職員の人材育成はどのようにしているか

Ｑ高規格救急車について
●今年度買替え予定の高規格救急車の契約は

Ａ 契約が終り、必要な医療器具の取り付け等
の改造をして今年度末に納車予定です。

Ｑ浄化槽事業について
●浄化槽事業の進捗状況は

Ａ 現在、計画基数577基に対して設置済み507基
で達成率約88％となっています。
また、本年度は15基予定しており、27年度以
降についても31基申し込みがあるため、事業
期間の延長を横浜市と検討しています。

Ａ 村の政策目標をより効率的に実現するため、職員の人
材育成やスキルアップを目的に、山梨県や、国の研修
期間で他市町村と合同で各種研修に参加している。
25年度実績：階層研修５名 技能研修15名

利用予定内装材利用予定内装材

検査状況検査状況
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どうつかわれたか

平成 25年度 一般会計の決算
■歳入（はいってくるおかね）…１９億６７０２万円

■歳出（どうつかわれたか）……１８億７６５８万円

■繰越金（つぎのとしへひきつぐおかね）１８７５万円

■実質収支（のこったおかね）…………７１６９万円
（単位：千円以下切捨て）

平成 25年度 特別会計の決算

会計（７会計の合計）8億 1547万円】

会  計  名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

介護サービス事業

浄 化 槽 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合     計

2億7512万円
1億2026万円
9094万円

1億9634万円
130万円
9747万円
4178万円

8億2321万円

2億7498万円
1億2026万円
9074万円

1億8904万円
130万円
9737万円
4178万円

8億1547万円
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27億円が
【一般会計の目的別歳出】

●農林水産業・商工費
25年度 2億 2898万円
24年度 3億    391万円

●民生費
25年度 2億 4039万円
24年度 2億 3835万円

●土木費
25年度 1億 8489万円
24年度 2億 1942万円

●教育費
25年度 1億 6998万円
24年度 1億 8957万円

●総務費
25年度 3億 461万円
24年度 3億 452万円

●衛生費
25年度 1億 344万円
24年度        9302万円

●消防費
25年度 1億 8281万円
24年度 2億 4013万円

●諸支出金
25年度 1億 6085万円
24年度 1億 1904万円

●災害復旧費
25年度         616万円
24年度         1733万円

●議会費
25年度          3721万円
24年度          4294万円

【一般会計 18億 7658万円・特別  

平成 25年度
決算認定

★ 24年度は遊歩道改修工事・公衆便所改
修工事含む。

★公共施設整備等積立金の増加

★ 24年度は退職に伴う支払金含む

●公債費（借金の支払い）
25年度 2億 5726万円
24年度 3億 1145万円
★過疎債の返済金の減少

★村道の新設改良費の減少

監査の結果 財政の健全化判断比率
の指標で、実質公債費は 5.5％と、早期健
全化基準 25％を大きく下回っているの
で、健全な財政状況であると判断する。
また、各課の事務、事業執行状況につい
ては適正に処理されている。
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Ｑ避難勧告等の
迅速な伝達は

一般質問
（これが聞きたい）

水越茂広  議員水越茂広  議員水越茂広  議員
しげひろしげひろ

水
越広島

市
の
大
規
模
な

土
砂
災
害
を
受
け
、
深

夜
や
未
明
に
避
難
勧
告

や
避
難
準
備
情
報
を
発

令
す
る
場
合
、
住
民
に

ど
う
周
知
を
図
る
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

現
在
、
本
村
の
伝
達

手
段
は
、
防
災
無
線
や

告
知
端
末
機
で
す
が
、

住
民
が
寝
て
い
た
り
、

雨
音
で
か
き
消
さ
れ
た

り
し
て
、
住
民
に
情
報

が
確
実
に
伝
わ
ら
な
い

恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

夜
間
は
、
役
場
職

員
・
消
防
団
員
が

避
難
誘
導

村
長避

難
情
報
の
発
令
に

つ
い
て
は
、
住
民
の

方
々
の
生
命
・
財
産
に

か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
よ

り
判
断
し
発
令
し
て
い

ま
す
が
、
発
令
の
時
機

な
ど
に
お
い
て
の
難
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

道
志
村
に
お
け
る
避

難
情
報
の
発
令
基
準
に

つ
い
て
は
、
３
段
階
の

避
難
情
報
を
発
令
し
て

い
ま
す
。︵
別
掲
︶

こ
の
発
令
基
準
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
、
避
難
情
報

を
発
令
し
た
が
、
夜
間

に
お
い
て
は
、
役
場
職

員
及
び
消
防
団
員
が
避

難
誘
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

Ａ

水
越自

主
防
災
組
織
の

強
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
は

地
域
ご
と
に
自
主
防

災
組
織
を
作
り
、災
害
に

備
え
た
体
制
を
強
化
す

る
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
。消

防
団
役
員
経
験

者
に
協
力
を
要
請

村
長避

難
情
報
の
伝
達
で

す
が
、
発
令
の
時
間
帯

や
諸
条
件
に
よ
っ
て
は
、

的
確
に
情
報
が
伝
わ
ら

な
い
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、﹁
自
主
防
災

組
織
﹂
の
活
動
の
効
果

も
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
在
、
村
の
自
主
防

災
組
織
は
、
自
治
会
ご

と
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、今
後
は
、消
防
団
役

員
経
験
者
等
に
協
力
を

防災無線設備防災無線設備

QＡ

【避難情報の発令基準】
① 避難準備情報・・人的被害の発生する可能性が高まった状況のとき。
② 避難勧告・・・・人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況のとき。
③ 避難指示・・・・人的被害の発生する危険性が非常に高いと判断された状況や

人的被害の発生した状況のとき。    

お
願
い
し
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
・
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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Ｑ鳥獣害ネットの
修繕は

佐
藤今年

２
月
の
大
雪
に

よ
り
鳥
獣
害
防
止
ネ
ッ

ト
の
一
部
が
倒
壊
、
損

傷
し
た
。今
後
、鳥
獣
に

よ
る
作
物
被
害
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
、
早
期

修
繕
が
必
要
で
す
。
現

在
の
状
況
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
年
度
中
に

復
旧
予
定

産
業
振
興
課
長

鳥
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
、
県
単

土
地
改
良
事
業
等
に
よ

り
、
整
備
し
ま
し
て
15

地
区
、
総
延
長
L
＝

２
５
，
８
９
０
ｍ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
本
年
２
月

の
雪
害
に
よ
り
、
14
ヶ

所
L
＝
６
９
６
ｍ
が
被

災
し
、
破
損
が
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、

本
年
度
中
に
補
助
事
業

を
導
入
し
、
復
旧
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
予
算
に
関
し

て
は
、
本
定
例
会
に
お

い
て
、
補
正
予
算
︵
案
︶

に
７
５
２
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

一般質問
（これが聞きたい）

水越茂広  議員佐藤定三  議員佐藤定三  議員
さだみつさだみつ

Ａ

雪害で壊れたネット雪害で壊れたネット
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長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

Ｑ独自の
森林整備は

長
田道志

村
の
民
有
林
は
、

７
４
６
８
ha
あ
り
、
杉

を
主
と
し
た
人
工
林
は

３
８
５
６
ha
、
造
林
公

社
・
公
団
等
は
１
８
０

０
ha
、
残
り
の
２
０
０

０
ha
の
整
備
が
必
要
で

す
。
森
林
組
合
の
森
林

環
境
税
を
使
っ
た
事
業

は
年
間
２０
ha
位
で
す
が
、

村
で
も
独
自
の
森
林
整

備
を
行
う
計
画
は
な
い

か
。林

業
経
営
者
と

話
し
合
う

村
長民

有
林
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
財
産

で
あ
り
、
村
が
直
接
個

人
の
財
産
を
整
備
す
る

こ
と
は
、
難
し
い
と
考

え
ま
す
。今
後
、林
業
経

営
者
と
の
話
し
合
い
を

お
こ
な
い
な
が
ら
具
体

的
な
助
成
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

財
源
は
横
浜
市
に

お
願
い
で
き
な
い
か

下
流
域
の
問
題

で
も
あ
る

村
長道

志
村
の
森
林
整
備

や
自
然
環
境
の
保
全
は
、

道
志
村
だ
け
の
問
題
で

な
く
、
下
流
域
で
あ
る

横
浜
市
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
。今
後
、村
の
森

林
整
備
の
現
状
と
必
要

性
に
つ
い
て
説
明
し
、

支
援
を
求
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

長
田後

継
者
の
育
成
、

機
械
化
は

道
志
村
森
林
整
備
計

画
に
林
業
後
継
者
の
育

成
、林
業
機
械
化
等
の
推

進
は
。

材
と
し
て
の

価
値
を
高
め
る

村
長間

伐
、
枝
打
ち
等
の

森
林
整
備
を
推
進
し
、

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
り
材
と
し
て
の

価
値
を
高
め
、
需
要
の

拡
大
を
図
る
た
め
の
政

策
的
支
援
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

長
田森

林
施
業
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
そ

の
後
検
討
し
た
か

森
林
整
備
の

促
進
を
図
る

産
業
振
興
課
長

森
林
施
業
実
施
計
画

に
つ
い
て
は
、
法
律
の

変
更
に
伴
い
、
森
林
経

営
計
画
に
計
画
名
が
変

更
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
計
画
に
つ
い
は
、
村

が
作
成
し
て
い
る
森
林

整
備
計
画
に
適
合
し
た

も
の
を
森
林
の
所
有
者
、

又
は
、
森
林
経
営
の
受

託
者
が
作
成
す
る
計
画

で
あ
る
こ
と
が
、
森
林

法
第
11
条
に
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

民
有
林
の
整
備
に
つ

い
は
、
村
が
施
業
主
体

に
対
し
て
、
経
費
を
助

成
し
、
森
林
整
備
の
促

進
を
図
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、

平
成
26
年
度
も
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
の
で
、

実
際
に
計
画
を
作
成
し
、

森
林
整
備
を
進
め
て
い

る
南
都
留
森
林
組
合
へ

の
助
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Ａ

Ａ

QＡ

QQ

整備された森林整備された森林
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池谷高明  議員
たかあき

池谷高明  議員
たかあき

Ｑ村民との
直接対話は

池
谷村

民
と
の
直
接
対
話

及
び
村
民
の
意
見
を
聞

き
、
政
策
に
取
り
入
れ

て
い
く
事
は
大
変
大
事

な
事
と
考
え
る
が
、
村

民
と
の
直
接
対
話
に
つ

い
て
、
い
つ
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

10
月
下
旬
よ
り

開
催
予
定

村
長住

民
の
皆
様
方
の
ご

意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と

は
、
村
政
運
営
を
行
う

上
で
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
対
話
で
の
、
ご
意

見
、
ご
提
言
な
ど
を
政

策
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
﹁
い
き
い
き
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
﹂
を
参

考
に
し
て
、
実
施
時
期

と
開
催
内
容
を
検
討
し

ま
し
た
。

○

時
期
は
、
10
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の

間
に
て
日
程
調
整
す
る
。

○

時
間
は
、
午
後
７
時

３０
分
か
ら
９
時
位
ま
で

の
時
間
帯
に
て
行
う
。

○

会
場
は
、
以
前
の
出

席
状
況
を
勘
案
し
て
地

区
割
り
を
行
う
。

以
上
に
よ
り
、
日
程

等
調
整
中
で
す
。
住
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝

聴
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

池
谷３

月
定
例
会
で
斎
場

の
必
要
性
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
し
た
。
村
民

の
ニ
ー
ズ
調
査
や
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
き
た
い
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま

す
。
検
証
は
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か

ら
だ
と
す
る
な
ら
、
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

総
合
計
画
村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
要
望
な
し

村
長道

志
村
の
死
亡
届
件

数
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
ま
で
の

４
年
間
で
69
件
あ
り
、

そ
の
平
均
は
年
17
件
に

な
り
ま
す
。ま
た
、平
成

22
年
度
か
ら
は
す
べ
て

の
届
け
出
が
、
村
外
で

の
火
葬
届
に
な
っ
て
お

り
、
埋
葬
届
は
０
件
で

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、﹁
斎
場
の
必
要
性

に
つ
い
て
﹂は
、今
後
も

充
分
に
検
討
し
て
い
く

べ
き
事
項
と
は
考
え
て

い
ま
す
が
、
道
志
村
総

合
計
画
村
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
も
、

斎
場
整
備
の
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、﹁
村
民
の
ニ
ー
ズ
調

査
や
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
検
証
﹂
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
最
重
要
施

策
で
あ
り
ま
す
、
小
学

校
・
中
学
校
の
建
設

と
、
私
の
掲
げ
て
い
る

﹁
福
祉
村
構
想
﹂
の
政

策
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ

H24　ふれあいトークH24　ふれあいトーク



議会だより  No.24（10）

ちから

山口　力  議員
ちから

山口　力  議員

Ｑ（仮称）神地スポーツ
広場の活用は

山
口横

浜
市
道
志
青
少
年

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の

う
ち
、
神
地
に
あ
る
施

設
︵
 私
た
ち
は
神
地
ス

ポ
ー
ツ
広
場
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
け
ど
 ︶
そ
の

施
設
が
平
成
25
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
道
志
村

に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
然
使
わ
れ

て
い
な
い
の
で
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
。

﹁
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
﹂の
整

備
予
定
地
に
し
た
い

村
長私

が
村
民
の
皆
様
に

お
示
し
し
て
い
る
、﹁
福

祉
村
構
想
﹂
の
実
現
の

第
一
歩
は
、
 

高
齢
者
の
皆
様
が
介

護
を
必
要
と
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
道
志
村
の
中

で
生
活
を
し
て
い
た
だ

け
る
施
設
と
し
て
、﹁
地

域
密
着
型
 
介
護
老
人

福
祉
施
設
﹂
を
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
福
祉
施
設
を
整

備
す
る
た
め
に
は
、
現

在
計
画
中
の
第
６
期
の

介
護
保
険
事
業
計
画
に

位
置
付
け
る
こ
と
が
大

前
提
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者

の
保
健
福
祉
と
介
護
保

険
事
業
の
指
針
と
な
る
、

﹁
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
﹂
を
策
定

し
、
県
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の

計
画
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
29
年
度
ま
で
の
３

ヶ
年
計
画
で
あ
り
、
こ

の
３
ヶ
年
に
道
志
村
が

取
り
組
ん
で
い
く
方
針

と
施
策
を
計
画
に
盛
り

込
む
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
特
に
保
健
、

介
護
が
必
要
と
な
る
65

歳
以
上
の
住
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

幅
広
く
お
聞
き
し
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
の
住
民
ニ
ー
ズ
調

査
を
８
月
に
実
施
し
、

今
そ
の
集
計
作
業
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
幅
広
い

住
民
の
皆
様
を
対
象
に

し
た
、
事
業
説
明
会
を

実
施
し
、
計
画
を
前
進

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
時
は
、
整
備
す

る
場
所
も
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。

現
在
、
神
地
地
区
の

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
整
備

予
定
地
と
し
て
最
優
先

一般質問
（これが聞きたい）

に
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
議
員
各
位
に
も

ご
相
談
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

Ａ

スポーツ広場スポーツ広場



（11）平成26年10月10日発行

杉本秀明  議員
ひであき

杉本秀明  議員
ひであき

Ｑ土砂災害の
予防策は

杉
本８

月
２０
日
未
明
に
発

生
し
た
広
島
市
の
土
砂

災
害
は
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
い
て
も
、
目
を
覆
い

た
く
な
る
ほ
ど
の
災
害

で
す
。

こ
れ
は
決
し
て
遠
く

の
火
事
で
は
無
い
と
思

い
ま
す
。
本
村
も
急
傾

斜
地
、
な
ど
と
言
わ
れ

る
所
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
危
険
箇
所

の
事
前
災
害
防
止
策
の

状
況
と
、
災
害
が
起
き

た
時
の
他
市
町
村
と
の

連
携
協
定
な
ど
が
あ
る

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

他
市
町
村
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定

は村
長道

志
村
独
自
の
協
定

関
係
に
お
け
る
、
自
治

体
間
の
相
互
応
援
協
定

に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

＊
相
模
原
市
と
道
志
村

と
の
消
防
相
互
応
援

協
定

＊
都
留
市
・
上
野
原
市
・

道
志
村
消
防
相
互
応

援
協
定

＊
富
士
箱
根
伊
豆
交
流

圏
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
構
成
市
町

村
災
害
時
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
︵
構

成
市
町
村
と
し
ま
し

て
、

静
岡
県
、神
奈
川
県
、

山
梨
県
の
13
市
、
20

町
、
４
村
︶

そ
の
他
、
団
体
等
と

の
災
害
時
応
援
協
定

は＊
災
害
時
に
お
け
る
被

災
家
屋
状
況
調
査
に

関
す
る
協
定

︵
土
地
家
屋
調
査
士

会
・
公
共
嘱
託
登
記

土
地
家
屋
調
査
士
協

会
︶

＊
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
策
業
務
に
関
す

る
応
援
協
定
︵
道
志

村
建
設
業
協
会
︶

＊
災
害
時
に
お
け
る
応

急
対
応
業
務
に
関
す

る
協
定
︵
水
道
機
工

株
式
会
社
東
京
支
店
︶

都
留
市
消
防
本
部
の

協
定
関
係
に
よ
り

道
志
村
に
関
連
す
る

主
な
協
定
は

＊
山
梨
県
常
備
消
防
相

互
応
援
協
定

＊
都
留
市
消
防
本
部
管

内
に
適
用
さ
れ
る
各

種
の
協
定

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
災
害
発
生
時

に
迅
速
な
対
応
を
す
る

た
め
、専
門
的
な
技
術
、

知
識
、
資
機
材
な
ど
を

有
し
て
い
る
、
自
治
体

や
村
内
外
の
民
間
事
業

者
と
協
定
を
締
結
す
る

必
要
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、今
後
、各
方
面
と
協

議
し
進
め
て
い
き
た
い

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

大雨による崩落現場大雨による崩落現場



善之木地区に　ヘリポートを・・・・

議会だより No.24（12）

動 報 告

県の主催する３回の婚活イベント企画
塾に参加し勉強しました。
結婚相談員さん、婚活対象者の皆さん

との話し合いの中で、11月 23日、24日
に村内で開催す
ることになりま
した。皆さんの参
加をお待ちして
おります。

婚活イベント開催が決まりました

人口増加対策特別委員会
●出会いサークル部会

現状久保地区（大室指）にヘリポート
がありますが山中湖よりで搬送が必要
な場合ドクターヘリが先に到着するな
ど、都合の悪いことが、多々あります。善
之木地区にもヘリポートが必要と考え

候補地の選定などの提案をするために
活動してきました。
９月 26日、場外離着陸場設置に関す
る提言書を村長に提出しました。

●政策部会

婚活企画塾婚活企画塾

現地調査現地調査 提言書提出提言書提出



（13）平成26年10月10日発行

“真の流域連携”とは何か
奈良県川上村において、全国 16市

町村の参加でサミットが行われ、源
流と流域の連携と課題について 話
し合われました。コーディネーター
の宮口先生（早稲田大学教授）のパネ
ルトークが行われ貴重な意見を聞く
事が出来ました。

全国源流サミットに参加 （平成26年 9月 5～7日）

６次産業をまなぶ （平成26年 9月６日）

議 会 活

９月１０日午後、やまゆりセンターから
山伏峠迄の国道沿線の清掃をしました。
集落内には少なかったが、峠道にはペ
ットボトル・空缶・不燃物等がたくさ
んありました。
マナーを守って村内をきれいに！！

清掃活動でゴミひろい

伊賀の里モクモク（燻製の煙）ファームを
研修しました。養豚農家が、経営難から組合
を結成した農場でしたが、徹底したお客様本
位の経営体制と公園的な作りが、家族が楽し
める雰囲気であるため、クチコミで広がり大
盛況でした。
食事処は農場で取れた食材を使用し、残差
を出さないためのバイキング方式でした。

サミット会場サミット会場

たくさんのゴミが集まりましたたくさんのゴミが集まりました

もくもくファームにてもくもくファームにて
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水
利
を
そ
な
え
た

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は

林
間
広
場
に
整
備

質
問

答
弁

平
成
25
年
６
月
定
例
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
内
容
及
び
採
用
人

員
は

主
に
地
域
お
こ
し
の
支
援

活
動
を
中
心
に
５
名
採
用

質
問

答
弁

平
成
25
年
12
月
定
例
会

５名全員が自分たちの道をみ
つけて、道志村へ定住するよう
期待します。

空中消火用の水利を確保でき、
安心・安全の村づくりに期待
します。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

平成26年3月に林間広場に100ｔの耐
水性貯水槽を整備し、自衛隊のヘリコ
プターによる消化活動にも対応可能な
設備として完成しました。

５名それぞれが自分たちの個性を活か
した道をさぐりながら活動するかたわ
ら、地域のお祭りや各種イベントなど
の手伝いをして頑張っています。



さて、今回私達の活動、「よいみち
（413）道志会」の事を紹介させて戴く
事になりました。
唐沢の信号、津久井山中湖線と都留
道志線の交差点の所と野原地区の大
野屋さんの脇に花植えをしています。
当初は、富士東部建設事務所の道路
維持の担当の方に話したところ、是非
にという事で五人ばかりの協力を得
て、花の種を蒔いて植えました。それ
から二～三年たった頃でしょうか村
の事業として「水源の郷づくり推進事
業（やるべえ、やってんべえ）という
助成金活動が出来たことを知り申し
込みました。
平成19年４月に、「よいみち（413）
道志会」を発足しました。国道413号
ににちなんでの命名でした。
旦那様方にも協力をいただき、会費

と三年間の助成金での活動が始まり、

当時の係だった志村工業さんに土を
入れていただき、あじさい、さつきな
どと蒔いた花の苗を植えたり道具を
揃えたりしました。
今では女性だけ９名の活動ですが、

道路維持の方で花を用意して貰い、年
２回植え込みをしています。土手の草
刈りは、達夫さんがいつも刈ってくれ
ますし、花の苗なども貰いに行って来
てくれます。色々と世話をしてくれる
ので助かっています。
年総会を二回、時には食事やお茶会
をして今後の事などを話しながら楽
しんでいます。
野原地区は、いつも中野さんに任せ
ており申し訳なく思っております。
道路維持には、毎年、いつ、何をし

たか報告書を出しています。また、そ
の時次の花の要望もしております。
皆様、私達が作業している所を見か

けたら一言声をかけてくだ
さい。
運転に気をつけて。
これからも道志みちの癒

しの一旦を担う事が出来た
らと思っています。

ではこの辺で
ごきげんよう
さようなら

（15）平成26年10月10日発行

紹

介
しょうかい

よ
い
み
ち
の
会

花で癒しを
会　長 山口　泰子さん



議会だより No.24（16）

こ
の﹁
議
会
だ
よ
り
﹂も
24
号
の

編
集
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

年
４
回
の
定
例
会
終
了
後
に
広

報
委
員
が
中
心
で
、
編
集
し
て
お

り
、
丁
度
６
年
経
過
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

業
者
に
全
面
委
託
の
議
会
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
道
志
村
議
会
は

手
作
り
の﹁
議
会
だ
よ
り
﹂を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
来
ま
し
た
。

最
近
、
他
の
市
町
村
か
ら
道
志

の
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
は
﹁
読
み
や
す

く
な
っ
た
﹂
な
ど
と
世
辞
？
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
単
純
な

広
報
委
員
は
そ
の
声
を
励
み
に
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

︵
水
越
茂
広
︶

編
 
集
後
 
記

議会だより No.24 発行：道志村議会    編集：広報常任委員会
〒402‑0209 山梨県南都留郡道志村 6181‑1 TEL.0554－52－2112

写真募集中（議会だよりに掲載させていただきます。）

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 山
口
 
 
力

副
委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 水
越
 
茂
広

がんばる人紹介

昭和50年４月道志出張所開設と同時に消防士を拝
命しました。開設時は最小限の職員でスタートしまし
た。現在道志出張所は、３部制の９名体制で勤務して
おります。近年消防を取り巻く社会環境は大きく変化
しており、警防、予防業務の多様化複雑化、少子高齢
化が進む中での救急業務の増大高度化や、大規模な災
害への迅速な対応のほかテロ災害等への的確な対応
の要請など消防に対するニーズは益々増大してきて
います。東海沖地震発生が指摘されている中、一昨年長又地区に自主防災組織が新たに
結成されました。

大災害が発生した場合、自治体、消防署、消防
団などの防災機関だけでは充分な対応が出来な
い可能性があります。自分の身を守る自助、地域
の安全性を守る共助に関する知識能力を一人一
人が身につけると共に、地域に最も適した防災組
織づくりを村内全地区に展開していかなければ
ならないと考えます。平成26年度は、行政の働き
により消防無線のデジタル化、高規格救急車の更
新等を実施しております。大災害に対応し、救命
率の向上を目指し職員一丸となって頑張ります。

都留市消防署道志出張所
　所　長    佐藤　重雄 さん
都留市消防署道志出張所
　所　長    佐藤　重雄 さん

安心安全の村づくり

火災の通報・救急車の要請は 119


